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『トライやる・ウィーク』に参加協力しました

トライやる・ウィークとは、兵庫県下の中学2年生が地域の事業所などで働く
ことを経験し「働くことの意義」や「楽しさ、厳しさ」を学ぶ貴重な体験の場で
す。当院では、6月1日～4日の4日間 明石市立大蔵中学校の生徒さん2名を受
け入れ「トライやる・ウィーク」に参加協力しました。

参加された生徒さんの感想をご紹介します （入院病棟 にて）

今回の経験で、普段の病院で見られないことやできないことを経験できて、とても濃い4日間になりました。

僕が一番楽しかったのは、薬剤部での経験とデイケアセンターでの体験です。薬剤部では、沢山の種類の薬
があってわくわくしたし、実際に薬を配合したりして薬剤師の仕事をしてみることで、責任や自分の思ってい
るより多くの知識が必要であることを学びました。デイケアセンターでは、たくさんの方とふれ合えてとても
楽しかったです。利用者さんとの思いがけない出会いがあったり、少しでも楽しんでいただけるようにと常に
考えながら行動しました。

どの仕事も素晴らしく、どの仕事も欠けてはならない仕事ばかりでした。忙しい中、僕たちのトライやるウ
ィークで色んなことを教えて下さり本当に感謝しています。

この経験を将来に活かせるように頑張ります。（R.Kくん）

4日間お世話になりありがとうございました。
石井病院での貴重な経験で色んなことを学ばせていただきました。

多くのスタッフの方が専門性を活かして働いている様子やリハビリや
デイケアセンターでの高齢者の楽しそうにリハビリを受けている様子が印象的でした。そこでゲームやお話を
したり楽しかったです。ドライヤーを使う時には痛くないように配慮したり配膳では丁寧に運んだり心掛けま
した。病院は診察や入院患者さんのお世話以外に事務作業などもあり、やりがいや大変さを実感しました。

いままで医療系とか考えたことはなかったですが、このトライやるの経験を通じて医療系の仕事に対する興
味が芽生えたので、将来の選択肢の候補になりました。本当にありがとうございました。（S.Mさん）

今回のトライやるウィークの一週間で、病院でどのような仕事をしているか少しわかった気がしたし、ご飯
を配ったりシーツを交換したりなど色々な体験もできてすごく良い4日間になりました。特に3日目の看護事務
では、どんな仕事か教えてもらったり、少し体験もさせてもらえてすごく良かったです。

大人になったら医療関係の仕事に就いてみたいと思いました。（K.Mくん）

（入院病棟で配膳のお手伝い）（放射線室でレントゲン撮影のやり方を教わりました）

（リハビリ室と病棟での見学とお手伝い） （フィットネス体験） （薬剤師の仕事体験）

生徒の皆さん
ありがとう
ございました
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★ 専門血液浄化臨床工学検定試験  臨床工学技士 大上 駿介

2026年2月に実施された専門血液浄化臨床工学検定試験に合格しました。

「専門血液浄化臨床工学技士」は透析や血液浄化療法を専門に支える臨床工学技士です。

今回の試験で、同じ時期に検定試験を受けたメンバーみんなで合格できたこと、昨年の個人目標に掲げていたこの検定試
験の合格を達成でき嬉しく思っています。

この試験を通して透析治療の奥深くまで勉強することができました。個人能力と臨床工学部の底上げに努め、仁恵会の理
念である「仁＝思いやり」をモットに安全・安心、信頼される医療と介護を提供し、地域に貢献を遂行していきます。

今後ともよろしくお願いします。

★ 認定医療機器管理臨床工学検定試験・認定医療安全臨床工学検定試験

    臨床工学技士主任 浜田 貫

（写真：浜田 貫、大上 駿介、鶴田 祐規、濵田 隆洋）

このたび、公益社団法人 日本臨床工学技士会が認定臨床工学技士制度において実施される、「認定医療機器管理臨床工学
検定試験」および「認定医療安全臨床工学検定試験」の両資格に合格することができました。

「認定医療機器管理臨床工学検定試験」では、医療機器の安全管理や適正使用に関する知識と実務能力を求められるもので
あります。

「認定医療安全臨床工学検定試験」では、医療機器の安全管理に加え医療安全全般に関する知識と実践力が求められるもの
であります。

医療機器を通じて、患者様に安心安全な医療を提供できるように、医療機器の安全な運用および適切な保守管理により一
層励んでまいります。また、患者様の安全がすべてに優先して確保できる医療現場を確立させるため、医療安全の醸成を図
ってまいります。今後ともよろしくお願いいたします。

★ 認定血液浄化臨床工学検定試験  臨床工学技士 鶴田 祐規

2026年2月に実施された認定血液浄化臨床工学検定試験に合格しました。

臨床工学技士として働き始めてこのような資格試験は初めて受験しましたが、無事に合格することができたいへん安堵し
ております。

今回の試験勉強をすることで、透析の原理、シャント管理、水質管理など普段の透析業務で関わることを含め、あまり触
れる機会のない腎移植、設備の管理、透析関連法規など多くのことを学びました。透析医療の専門性の高さ、奥深さを改め
て実感しました。

今回の経験を活かし、上位資格取得への挑戦、そして患者様へより良い透析医療の提供を行い「仁＝思いやり」をモット
ーに尽力してまいります。今後ともどうぞよろしくお願いします。

基本情報技術者試験と日商簿記2級を取得しました。

臨床工学技士として、医療機器の管理・運用に携わ
る中、ITの基礎知識と財務・原価の考え方を体系的に
持つことの必要性を強く感じていました。

現場での意思決定や業務改善に直結する知識として、
今後の実務に積極的に活かしていきます。

★ 基本情報技術者試験・日商簿記2級 

 臨床工学技士 濵田 隆洋
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